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7 — 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の徳 

• 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 系譜の 徳： 

1- ワース イラ. ブン •アル = アスカ ァ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 
言いました： 「おは 預言者 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） がこう 言 
うのを 聞きました： "実に アツ ラーは イス マー イー ル （イシ ュマ エル） の 子 
ら から キナー ナを お選びに なり、 キナー ナ から ク ライ シュ 族を お選びに なり 
、 クライ シュ 族から ハー シム 家を お選びに なり、 そして ハー シム 家から 私を 
お選びに なられた。"」 （ムス リムの 伝承 1) 

• 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平を あれ） の 名； 

ジュバイル •ブン •ム トウ イム （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 
アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「 " 
私には 数々 のぶが ある。 おは_^ハンマド （よ く 賞賛される者） であり、 アブ 
マド （よく 賞賛す る 者） であり、 私を もって アツ ラーが 不信仰を 消される と 
ころの アル ニ マー ど 一 （抹消す る 者） であり、 （審判の 日） おの 足元に 人々 
が 召集され ると ころの スル ニ ハーシ ル （召集す る 者） であり、 私の 後には い 
かなる （預言） 者 も いないと ころの グル ニグ ーキフ ''(最後の 者） なので ある 
。 " 」 また 別の 伝承には こうあります： 「 "そして タウ バ （悔悟） の 預言者 
なので あり、 ラフ マ （慈悲） の 預言者な の だ。"」 （アル =ブ ハーリーと ム 
スリ ムの 伝承 * 2 ) 

参 巧言 者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平を あれ） の 他 

の 預言者に 巧す る 優越性： 

1- アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラー 
の 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「おは 6 つの 点 
において 他の 預言者より 優って いる ： 私には 完全なる 言葉が 与えられ、 また 

(敵に 対 •する） 戦慑 でもって （アツ ラーから） 援助され、 戦利品が 合法化 さ 
れ た。 また 私に とって 地上は 清浄なる 礼拝の 場と なり、 おは 全人 類に 向けて 
遣わされ、 そして 預言者は 私で 終結した の だ。」 （ムス リムの 伝承 3 ) 

2 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラー 
の 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： 「おとおな 前 
の 預言者とは このような ものである： ある 男が 美しく 潇洒な 建築物を 建てた 

。 しかし 端っ この レン ガが 1 つ 抜けて いた。 人々 は （その 建物を） 偉大 視 して 
その 周囲を 回り 始め、 それを 気に入った。 そして 言った： "どうして この （ 
抜けて いる） レン ガの 部分は 完成され なかった のだろう か？" 実に 私 こそが 
その （抜けた） レン ガの 一部分な ので あり、 最後の 預言者な ので ある。」 （ 
ア ル =ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承 4 ) 


1 サ ヒー フ. ムス リム じの が。 

2 サ ヒー フ •アル ニブ ハーリー （489 が、 サ ヒー フ •ムス リム じ 3 日ん 23 日日）。 文章は ムス リムの もの。 

3 サ ヒー フ. ムス リム （日 23) 。 

4 サ ヒー フ ■アル ニブ ハーリー り 日 3 日）、 サ ヒー フ •ムス リム （228 の。 文章は ムス リムの もの。 


全ての 被 造 物に 巧しての 巧言 者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 優 
越 性： 


アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： "私は 審判 
の 日、 アー ダム （アダム） の 子ら の 長で ある。 そして 私は 最初に その 墓が （ 
呼び起こされる ために） 裂かれる 者で あり、 また 最初のと りなし 手で も あれ 
ば 最初に とりなしが 与えられる 者で も ある。"」 （ムス リムの 伝承 5 ) 

• 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平を あれ） の 夜の 旅と 昇天 


1- 至高の アッ ラーは こう 仰ら れま した： 泌 

その 晚 （マッカの） ハ ラーム •モスクから、 われら （アッ ラーの こと） がそ 
の 周りを 祝福した （エルサレムの） ア クサ ー •モスクまで その しもべを 旅さ 
せた お ホの 崇髙 さよ。 それは 彼に われらの みしる しを 目に させんが ためで あ 
った。 力>れ こそは 全てを 間き、 ご 黄に なられる お ホで ある。 の （ク ルアー ン 

17 : 1) 

2 - アナス. ブン •マー リク （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 ア 
ッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「ブラ 
ーク 

が 私の もとに 連れて来られた。 私は それに 乗り、 エルサレムに 着いた。 そし 
て 私は それを、 預言者た ちが それを 繫ぎ とめる ところの 留め金に 繫ぎ とめた 
〇 

それから 私は モスクに 入り、 そこで 2 ラク アの 礼拝を し、 それから 外に 出 
た。 

すると 私の もとに、 ジブリール （ガブリエル） が 酒の 盃と 乳の 盃を 携えて 
やって来た。 私が 乳の 盃を 選ぶ と、 ジブリール はこう 言った： "あなたは 自 
然な 天性を 選んだ。" 

それから 私たちは （第 1 層 目の） 天へ と 昇った。 ジブリールが （天の） 扉 
を 開ける ように 言う と、 こう 言われた： "誰かね？" （ジブリールは） 言っ 
た： "ジブリール だ。 "すると、 こう 言われた： "そこにい るのは？" 
(ジブリールは） 言った： "ム ハン マ ド だ。" すると こう 言われた： 。天の 
訪問が （彼に） 許された のです か？" （ジブリールは） 言った： "ああ、 許 
された の だ。" すると 門が 開き、 そこには アー ダム （アダム） がいた。 彼は 
私を 歓迎し、 おによ きこと をが 願して くれた。 

それから 私たちは （第 2 層 目の） 天へ と 昇った。 ジブリールが （天の） 扉 
を 開ける ように 言う と、 こう 言われた： "誰かね？" （ジブリールは） 言っ 
た" ジブリール だ。" すると、 こう 言われた： "そこにい るのは？" （ジブ 
リ ー ルは） 言った： "ム ハン マ ド だ。" すると こ う 言われた： "天の 訪問が 


曰 サ ヒー フ .ムス リム じの の。 

6 

訳を 注： 「ブラー ク」 とは ロバより 大きく ラバよりは 小さい、 背が 高く 白い 色を した 乗り物 用の 動物で あると 言わ 
れ ています。 その 蹄の 一麻り で、 遥か彼方まで 一つ 跳びし ます。 



(彼に） 許された のです か？" （ジブリールは） 言った： "ああ、 許された 
の だ。" すると 門が 開き、 そこには 互いに 母 ホの 乳兄弟で ある マルヤ ム （マ 
リヤ） の 子 イーサ ー （イエス） と ザカリー ヤーの 子 ヤヒヤ ー （ヨハネ） がい 
た。 彼らは 私を 歓迎し、 おによ きこと をが 願して くれた。 

それから 私たちは （第 3 層 目の） 天へ と 昇った。 ジブリールが （天の） 扉 
を 開ける ように 言う と、 こう 言われた： "誰かね？" （ジブリールは） 言っ 
た： "ジブリール だ。 "すると、 こう 言われた： "そこにい るのは？" （ジ 
ブリー ルは） 言った： "ムハンマド だ。" するとこう 言われた： "天の 訪問 
が （彼に） 許された のです か？" （ジブリールは） 言った： "ああ、 許され 
たのた" すると 門が 開き、 そこには ユースフ （ヨゼフ） がいた。 彼は （全 
世界の） 美の 半分を 与えられ ていた。 彼は おを 歓迎し、 おによ きこと をが 願 
してく れ た。 

それから 私たちは （第 4 層 目の） 天へ と 昇った。 ジブリールが （天の） 扉 
を 開ける ように 言う と、 こう 言われた： "誰かね？" （ジブリールは） 言っ 
た： "ジブリール だ。" すると、 こう 言われた： "そこにい るのは？" （ジ 
ブリー ルは） 言った： "ムハンマド だ。" するとこう 言われた： "天の 訪問 
が （彼に） 許された のです か？" （ジブリールは） 言った： "ああ、 許され 
たのた" すると 門が 開き、 そこには イドリース がいた。 彼は 私を 歓迎し、 
おによ きこと をが 願して く れ た。 偉大 かつ 巧 厳なる ア ッ ラーは 仰ら れ たの だ 
: ぶ) 

そして われら （アツ ラーの こと） は、 彼を 髙い 位階に 上げた の だ。 03 (クル 
アーン 19 : 5 の 


それから 私たちは （第 5 層 目の） 天へ と 昇った。 ジブリールが （天の） 扉 
を 開ける ように 言う と、 こう 言われた： "誰かね？" （ジブリールは） 言っ 
た： "ジブリール だ。" すると、 こう 言われた： "そこにい るのは？" （ジ 
ブリー ルは） 言った： "ムハンマド だ。" するとこう 言われた： "天の 訪問 
が （彼に） 許された のです か？" （ジブリールは） 言った： "ああ、 許され 
たの だ。" すると 門が 開き、 そこには ハール ーン （アーロン） がいた。 彼は 
私を 歓迎し、 おによ きこと をが 願して くれた。 

それから 私たちは （第 6 層 目の） 天へ と 昇った。 ジブリールが （天の） 扉 
を 開ける ように 言う と、 こう 言われた： "誰かね？" （ジブリールは） 言っ 
た： "ジブリール だ。" すると、 こう 言われた： "そこにい るのは？" （ジ 
ブリー ルは） 言った： "ムハンマド だ。" するとこう 言われた： "天の 訪問 
が （彼に） 許された のです か？" （ジブリールは） 言った： "ああ、 許され 
たの だ。" すると 門が 開き、 そこには ムーサー （モー ゼ） がいた。 彼は おを 
歓迎し、 おによ きこと をが 願して くれた。 

それから 私たちは （第 7 層 目の） 天へ と 昇った。 ジブリールが （天の） 扉 
を 開ける ように 言う と、 こう 言われた： "誰かね？" （ジブリールは） 言っ 
た： "ジブリール だ。" すると、 こう 言われた： "そこにい るのは？" （ジ 
ブリー ルは） 言った： "ムハンマド だ。 "するとこう 言われた： 。天の 訪問 
が （彼に） 許された のです か？" （ジブリールは） 言った： "ああ、 許され 



たの だ。 "すると 門が 開き、 そこには アル =バ イト. アル = マ アム ー ノレ 
7 に 背中を つけて 寄り かかって いる イブ ラー ヒー ム （アブ ラヒム） ボ いた。 そ 
こには 毎日 70000 もの 天使が （そこで 礼拝 するべく） やって来る にも 関わらず 
、 1 度 そこに 入った 者は 2 度と そこに 戻る ことは ない のだった 8 。 

それから 私は 最果ての ス y ドクの 木にまで 連れて行かれた。 その 葉は 象の 
ように 巨大で、 その 果実は 巨大な 蓮の ようだった。 そして アツ ラーの 命に よ 
り それ （ス y ドブの 木） が 何 か 

9 によって 覆われて 変化した 時、 それは アツ ラーの 被 造 物の いかなる もの も お 
容す る こと が 出来ない よう な 美し さ となった。 

それから アツ ラーは 私に 啓示を お与えに なった。 そして 私に 1 昼夜に 50 回 
の サブ ー け L 拝） が 義務付けられ たの だ。 それで 私が ムーサーの 所にまで 降 
りて 行く と、 彼は 言った： "主は あなたの ウン マ （共同体） に 何を 課された 
のか？" 私は 言った： "50 回の ザ ブー け L 拝） だ。" （ムーサーは） 言った 
: "主の 御 許に 戻り、 その 軽減を 乞う の だ。 あなたの ウン マは それに 耐える 
ことが 出来ないだろう から。 私自身 イスラエルの 民を 試練に かけて しまった 
の だ。" 

それで 私は 主の 御 許に 戻り、 こう 申し上げた： "主よ、 私の ウン マへの 軽 
減を お願いします。" すると （アツ ラーは 義務の ダブー け L 拝） の 回数を 1 昼 
夜） 5 回にまで 免除して 下さった。 

それから 私は ムーサーの もとに 戻る と、 言った： "アツ ラーは 義務の ザブ 
一 け L 拝） の 回数を 1 昼 巧 5 回にまで 免除して 下さった。" すると （ムーサー 
は） 言った： "主の 御 許に 戻り、 その 軽減を 乞う の だ。 あなたの ウン マは そ 
れに 耐える ことが 出来ないだろう から。" 

こうして 私は 主と ムーサーの 間を 奔走した が、 ついに （アツ ラーは こう） 
仰った： 。ムハンマドよ！ 1 昼夜に 5 回の ダブー け L 拝） とは、 その 各々 が 10 
回 （の それに 値する の） であり、 ゆえに 50 回の それに 相当す るの だ。 そして 1 
つの 善行を 思い立っても それを 実行し なかった をには、 それが 1 つの 善行と し 
て 記録され るので ある。 そしても しそれ を 実行す るので あれば、 それは 10 倍 
の 善行と して 記録され よう。 また 1 つの 悪行を 思い立っても その実 行を 思い 止 
まった 者には、 何も 記録され ない。 しかし もし それを 実行して しまった のな 
らば、 それは 1 つの 悪行と して 記録され よう。" 

そして 私は ムーサーの 所にまで 降りて 行き、 その 旨を 彼に 伝えた。 すると 
彼は 言った： "主の 御 許に 戻り、 その 軽減を 乞う の だ。" おは 言った：" 私 
はもう 主に 対 •して 恥じ入る ほどに、 かれの 御 許に 立ち返っ （て 請願し） たの 
&"」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 10) 


預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平を あれ） に 祝福と 平を をが 願す る こと 
の徳： 


7 訳を 注： マッカの カ アバ 神殿の 了 度 真上の 第 7 層の 天界 にある と言われる、 天 巧たち ボア ッ ラーを 讚美す る 場所。 
8 訳を 注： それほどに 天 巧の あは 膨大で あると いう ことを 示して います。 

9 

訳を 注： イブ ン •ハジ ャル 著の サ ヒー フ •アル ニブ ハーリー 解が 「ファト ゥフ •アル ニ バーリー」 によれば、 それ 
が 黄金の バッタ であると か、 黄金の 蛾で あると か、 あるいは 天使で あると いった 説が 伺われます。 

10 サ ヒー フ .アル ニブ ハーリー け 日 1 の、 サ ヒー フ •ムス リム （162) 。 文章は ムス リムの もの。 



1- 至高の アツ ラーは こ う 仰ら れま した： 泌 

実に アツ ラーと その 天使たち は、 預言を を 祝福す る。 信仰を たちよ、 彼に 祝 

福と 平安を 乞う の だ。 03 (ク ルアー ン 33 : 56) 


2 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使 
徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「私に 1 度 祝福を が 
る 者には、 アツ ラーが 10 の 祝福を お授け 下さる であろう。」 （ムス リムの 伝 
承。） 


3 — アブ ドツ フー .ブ ン. マウ スード （彼に アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言い ま 
した： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言い まし 
た： "実に アツ ラーには、 おの ウン マ （共同体） から おへの 平安の 挨搂を 伝 
えるべく 地上を 周遊す る 天使たち がいる。"」 （アフ マドと アン = ナサ ー イ 
一の 伝承 I 2 ) 


預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平を あれ） に 巧す る 祝福の 最髙の 形式： 


「アツ ラーよ、 ムハンマド とその 一家に 栄光を お授け 下さい。 あなたが イブ 
ラー ヒー ム とその 一家に 栄光を 与えられた ように。 実に あなたは よく 讚美 さ 
れ る、 栄光 高い お 方で あられます。 アツ ラーよ、 ムハンマド とその 一家に 祝 
福を お授け 下さい。 あなたが イブ ラー ヒー ム とその 一家に 祝福を 与えられた 
ように。 実に あなたは よく 讚美され る、 栄光 高い お ホで あられます。」 （ア 
ル =ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承 口） 


11 サ ヒー フ .ムス リム （40 の。 

12 

真正な 伝承。 ムス ナド •アフ マド （3 目 目が、 ス ナン •アン ニ ナサ ー イー （じの） 、 サ ヒー フ •ス ナン •アン ニ ナサ 
ー イー （121 日）。 アツ ニ スイ ル スイ ラト •アツ ニサ ヒー ハ じ 8 日 3) 参照。 

13 サ ヒー フ .アル ニブ ハーリー り 37 が、 サ ヒー フ •ムス リム （40 目）。 文章は アル ニブ ハーリーの もの。 



